農振除外
令和○○年○○月　○○日

越前市長　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土地所有者）　住　所　　○○○○　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　○○○○　　　　　　　　　　 eq \o\ac(◯,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　業　　○○　　電話　○○○○
　　　　　　　　　　　　（除外申出する土地を利用する者）　住　所　　△△△△　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名  △△△△　　　　　　　　　　 eq \o\ac(◯,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　業　　△△　　　電話　△△△△　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
越前市農業振興地域整備計画の農用地区域からの除外申出書
　農業振興地域整備計画の農用地区域にある次の土地について、下記土地利用計画のため、農用地区域からの除外を申し出ます。
記

１　除外を希望する土地

	土　地　の　字　地　番
	登記
地目
	面積　　　　　　（㎡）
	除外面積　　　　　　（㎡）
	利用状況
	自作小作の別※１
	耕作者氏名

	○○　町　○字　○番
	田
	300
	300
	一毛作
	自作
	○○○○

	　　　　　町　　　字　　　番
	
	
	
	
	
	

	　　　　　町　　　字　　　番
	
	
	
	
	
	

	　　　　　町　　　字　　　番
	
	
	
	
	
	

	　　　　　町　　　字　　　番
	
	
	
	
	
	


　　　※１　小作の場合は、耕作者の同意を必要とします。（別紙３の同意書に署名捺印）

２　農用地区域からの除外後の利用計画(転用事業計画)

1 用途　　　□農家住宅　□分家住宅　□一般住宅　□駐車場　□資材置場
☑その他（　　倉庫　　　　　　　　　）　
2 規模・構造・床面積等

鉄骨造　2階建て　建床面積　70㎡
3 利用開始予定時期　　　令和○○　年　○月頃　　農地転用許可後直ちに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（あてはまる項目を○でかこむ）
３　権利の関係　　　所有権 ・ 賃借権 ・ 使用貸借権　の 　移転 ・ 設定
４　土地改良事業との関係（事業名、地区名、関係土地改良区名）
（あてはまる項目を○でかこむ）

1 国・県営・団体営　　　圃場整備　　　　　事業　　　武生西部　　　　　　　　　　　　地区

2 国・県営・団体営　　　灌漑排水　　　　事業　　　日野川用水左岸2期　　　　　地区

土地改良区名　①　　　武生西部　　　土地改良区　②　　日野川用水　　　　土地改良区
　　　 事業年度　①昭和○○年度　～　昭和○○年度　②平成○○年度　～平成○○年度
　　　　換地処分／完了公告日　①　昭和○○年○月○日 　②　平成○○年○月○日
農振除外
５　除外申出理由（詳しく記入してください。）
（1） 事業の目的、必要性及び緊急性
※土地改良後８年未経過の農地では、分家住宅は認められません。
※長男、長女でなくても農業後継者（従事者）となる人の住宅でなければなりません。
　　　※具体的に記載してください。
（２）規模の妥当性

※目的達成のために必要最小限の面積を申出してください。

※一般個人住宅は500㎡以内、農家住宅は農作業場等が必要となるので1,000㎡以内が目安です。
　
　　例)建築面積　○○㎡、駐車場　○○㎡(幅2.5ｍ×奥行5.0ｍ×○○台)、△△敷地　○○㎡
　　　　合計面積　□□㎡　であり、申出の規模は妥当である。
※合計面積は、除外申出面積と同じ面積となるよう記載して下さい。
※合計面積が除外申出面積よりも小さい場合には、除外申出面積を変更してください。
　　　　 　
（3） 当該申出地を選定した理由
· ①自己所有地や価格のことを理由とすることは認められません。自己所有でなくても検討してください。

· ②選定理由として、なぜ、その地域・集落でなければ目的が達成できないのか具体的に記載して下さい。

· ③また、その地域・集落の中で、なぜその場所でなければ目的が達成できないのか、その理由を記載して下さい。

· ④地目が田又は畑以外の土地、用途地域内の農地、農振農用地でない農地で利用できるところがないか具体的に検討し、そのすべてを次項の「代替地の検討結果」に記載してください。

· ⑤住宅目的の場合、既存の住宅や実家に居住できない理由を記載して下さい。

例）目的の○○を行うには△△であるため、既存敷地と一体として利用しなければ目的が達成できない。しかし、隣接地に農用地以外の土地がなく、この場所以外にない。（既存敷地の拡張）
例）現在、県外に居住している申出人が、実家の農業後継者となるために居住場所を検討している。実家には祖父母世帯と親世帯が暮らしており、手狭である。そのため、住宅建築を計画しているが、農作業をする上で必要な機械等が実家の倉庫にあり、作業効率を考慮すると出来るだけ近い場所に居住する必要がある。集落内で代替地がないか検討した結果、次ページのとおりであり、申出地以外に目的を達成できる場所はない。
　　　
代替地の検討結果
申出地：〇〇町△△字××番
【調査範囲】
	施設の種類
	農業後継者住宅　　　　　　除外の目的をご記入ください。

	非代替性の検討範囲
	〇〇町内

	代替地検討の条件
	・小学校に近い
・実家のできるだけ近く
・土地の大きさが約300㎡

	備考
	


【調査範囲における検討結果】
	番号
	土地の所在
	地目
	面積（㎡）
	検討結果

	１
	〇〇町△△字□番
	宅地
	280
	分譲地であるが、既に売却済みだった為、代替不可。

	２
	〇〇町△△字×番□
	雑種地
	300
	現在、駐車場として使用されており、今後も継続して使用予定の為、代替不可。

	３
	○○町□字×番
	畑
	290
	道幅が狭く、車の通行が困難な為、代替不可。

	４
	〇〇町×字△番□
	田
	320
	耕作者が今後も営農していきたいとの話があった為、代替不可。

	５
	
	
	
	

	６
	
	
	
	

	７
	
	
	
	

	８
	
	
	
	

	９
	
	
	
	

	１０
	
	
	
	


（４）農業振興に果たす役割
　　※①土地改良後８年未経過の農地では、農業振興に寄与しない施設は認められません。
　　　　②農業従事者の就業機会増大に寄与する施設は、雇用計画書・雇用協定が必要になります。
　　　○○○○○○○○○○○○○○○○
（５）位置の妥当性
　　※①当該土地が周囲の状況または地形的に縁辺部に位置するなど、農地と非農地が混在しない位置であること。

②当該土地の隣り合う2辺に接する土地が非農地であること。
　　　　
例)集落内の土地であり、東側は市道、北側及び南側は宅地となっている。地形的に農地の縁辺部に属しており、申出地を宅地とした場合にも、農地と非農地が混在することはない。

　　　
６　施設が与える影響（具体的に記入）

（１）農用地の集団化等土地の効率的・総合的利用に支障がないと判断する理由
　　※①集落営農や利用集積計画に対する支障の有無、集団的農地における当該計画地の位置を踏まえて説明してください。

　②認定農業者等担い手が集積している区域に影響を及ぼすときは、除外されません
○○○○○○○○○○○○○○○○
（２）土地改良施設等および周辺農地の利用に支障がないと判断する理由
　　※①用排水施設整備や周辺農地への被害防止策を説明してください。
取水方法：　例)上水道を利用
排水方法：　例１)公共下水道を利用　　例2)合併浄化槽にて処理し、道路側溝に放流する。
雨水対策：　例１）自然流下　　　例2)調整池にて処理し、農業用排水路に放流する。
土砂流出防止策：　例）Ｌ型擁壁の設置により土砂流出を防止する。
工業用排水の有無と対策：○○○○
その他：　　例）区長、農家組合長、○○土地改良区の同意を得ている。
記載例・補足説明





全ての項目を記載して下さい。


空欄がある場合、及び添付資料が不足している場合には受け付けられませんので、あらかじめご了承ください。





記載例





次の①から③に該当する土地について、すべての土地を代替地として利用できないか具体的に検討し、その結果を理由とともに記載してください。


地目が農地（田、畑）以外の土地（空き地など）


都市計画区域内の用途地域内の農地


農振農用地でない農地


※農振農用地での検討は不要です。
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